
二
回
目
の「
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会
」

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

青
少
年
育
成
常
総
市
民
会
議

   

　
　
　  

会 

長  

中
　
莖
　
道
　
夫

　
令
和
五
年
度
「
少
年
の
主
張

茨
城
県
大
会
」
は
、
去
る
、
令

和
五
年
九
月
二
十
八
日
、
常
総

市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
茨
城
県
福
祉
部
子
ど
も
政
策

局
河
和
田
由
紀
子
様
、
常
総
市
長
神
達
岳
志
様
を
始
め
多
く

の
来
賓
の
方
を
お
迎
え
し
、
県
内
各
地
か
ら
の
来
場
者
と
地

元
中
学
生
、
家
族
や
一
般
傍
聴
者
で
ほ
ぼ
満
席
状
態
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
市
に
お
け
る
「
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会
」
開
催
は
、

今
回
が
二
回
目
と
な
り
、
第
一
回
目
は
、
平
成
十
年
（
一
九

九
八
年
）
の
第
二
十
回
大
会
で
、
合
併
す
る
前
の
旧
石
下
町

の
時
代
で
し
た
。

　
令
和
四
年
六
月
頃
、
茨
城
県
青
少
年
育
成
協
会
か
ら
、
令

和
五
年
度
で
四
十
五
回
目
を
数
え
る
「
少
年
の
主
張
茨
城
県

大
会
」
開
催
を
推
薦
し
た
い
旨
の
相
談
を
頂
き
、
早
速
、
庁

内
関
係
部
門
に
相
談
す
る
と
共
に
「
常
総
市
少
年
の
主
張
大

会
実
行
委
員
会
」
を
開
催
し
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
市
関

係
部
門
や
学
校
か
ら
の
ご
理
解
と
当
市
実
行
委
員
会
の
賛
同

を
得
て
、
茨
城
県
青
少
年
育
成
協
会
の
指
導
の
下
、
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
五
年
度
「
少
年
の
主
張
茨
城

県
大
会
」
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
日
、
開
催
さ
れ
た
「
令
和
五
年
度
青
少
年
健
全
育
成
茨

城
推
進
大
会
」
で
感
謝
状
を
受
賞
し
た
の
は
、
関
連
部
門
全

て
の
方
々
、
生
徒
や
ご
家
族
の
ご
協
力
と
「
少
年
の
主
張
茨

城
県
大
会
」
運
営
に
関
わ
っ
た
当
市
の
皆
様
の
活
動
が
認
め

ら
れ
受
賞
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
開
催
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
と
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
学
校
や
生
徒
、
ご
家
族
の
皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
青
少
年
の
健

全
育
成
事
業
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令和６年3月31日発行　第16号

　　　◇発　行◇　　　
青少年育成常総市民会議

　　　◇責任者◇　　　
会　長　  中  莖  道  夫

　　　◇事務局◇　　　
常 総 市 生 涯 学 習 課
新 石 下 4 3 1 0 - 1
ＴＥＬ0297−30−8880

発表者・大会実行委員との記念写真　会場：地域交流センター（豊田城）

少年の主張茨城県大会を開催少年の主張茨城県大会を開催
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令
和
五
年
十
一
月
二
十
一

日
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、「
常
総
市
少
年
の
主
張

大
会
実
行
委
員
会
」主
催
に
よ

る
、『
第
十
回
常
総
市
少
年
の

主
張
大
会
』が
、
常
総
市
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
、水
海
道
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、石
下
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
賛
の
も

と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
令
和
元
年
度
以
来
、四
年
ぶ

り
に
市
内
中
学
生
な
ど
の
来

場
者
を
招
き
、対
面
形
式
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
少
年
の
主
張
大
会
は
、青
少

年
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ

と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
広

く
社
会
に
訴
え
る
こ
と
に
よ

り
、将
来
に
向
か
っ
て
自
信
と

誇
り
を
抱
き
、
ま
た
、
同
年
代

の
青
少
年
が
深
く
他
者
や
社

会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、併
せ
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
対
す
る
地
域
の
方
々
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

　
発
表
者
は
市
内
六
中
学
校
か
ら
二
名
ず
つ
計
十
二
名
が
選
出
さ

れ
、豊
か
な
感
性
と
素
直
な
思
い
か
ら
生
ま
れ
る
主
張
を
力
強
く
発

表
し
、来
場
者
に
共
感
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、『
本
当
の
個
性
っ
て
』と
い
う
題
名

で
、
お
互
い
の
個
性
を
大
切
に
し
、
受
け
入
れ
る
こ
と
で
実
現
す
る

や
さ
し
い
世
界
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
主
張
し
た
、石
下
西
中
学

校
三
年 

メ
ン
デ
ィ
ス 

シ
ナ
リ
さ
ん
で
し
た
。 

　
ま
た
、九
月
月
二
十
八
日
開
催
の「
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会
」で

茨
城
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
た
水
海
道
中
学
校
三
年 

豊
永
征
雄

さ
ん
が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

第
十
回 

常
総
市
少
年
の
主
張
大
会

優良賞は発表順 ※作品集が生涯学習課にございます。詳しくは、生涯学習課までお問い合わせください。

氏　　　名 中学校名 学年 発　表　テ　ー　マ受 賞

最優秀賞

優  秀  賞

優  秀  賞

優  良  賞

優  良  賞

優  良  賞

優  良  賞

優  良  賞

優  良  賞

優  良  賞

優  良  賞

特  別  賞

メンディス シナリ

近藤　　杏

大根　花梨

大山　優月

笠原　由衣

田方　　葵

池田　莉子

武藤　倫子

大塚　　凌

菊名　侑心

吉田　藍良

豊永　征雄

令和５年度少年の主張茨城県大会　茨城県議会議長賞受賞者

石下西中学校

鬼怒中学校

水海道西中学校

石下中学校

鬼怒中学校

水海道第一高等学校附属中学校

水海道中学校

石下中学校

水海道西中学校

石下西中学校

水海道第一高等学校附属中学校

水海道中学校

３年

３年

２年

２年

２年

１年

３年

２年

１年

１年

２年

3年

本当の個性って

ことだま

人とのつながり－優しさでつながる社会を目指して－

自分らしく生きる

最後の卒業生

私の小さな願い

常総の未来を描く

ＷＩＴＨコロナと将来の夢

祖父の認知症とみんなのやさしさ

心温め合う社会を目指して

「もったいない」の在り方

自分と世界に夢を

発表者・実行委員との記念写真

司会（石下西中学校生徒）
　　　中山 琥太郎さん
　　　大根 暖深さん

優秀賞
大根　花梨さん

最優秀賞
メンディス シナリさん

優秀賞
近藤　杏さん

特別賞
豊永 征雄さん
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菅
原
支
部
長
　
小
瀧
　
豊
美

　
令
和
五
年
十
一
月
、
四
年
ぶ

り
に
菅
原
公
民
館
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
菅
原
支
部
も
公
民
館
ま
つ
り

を
活
動
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、

地
区
の
皆
さ
ん
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
紙
芝
居
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
水
戸
在
住
の
朗
読

家
見
澤
淑
恵
さ
ん
に
、
「
絵
本

と
紙
芝
居
で
考
え
る
『
共
生

（
と
も
に
い
き
る
こ
と
）
』
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
上
演
を
お
願

い
し
、
公
民
館
ま
つ
り
当
日
の

午
前
中
に
絵
本
『
あ
ら
し
の
よ

る
に
』
（
木
村
裕
一
著
）
他
の

読
み
聞
か
せ
を
、
午
後
に
は
紙

芝
居
『
茂
木
貞
夫
物
語
』
の
上

演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
専
門

家
に
よ
る
朗
読
と
紙
芝
居
は
新

鮮
な
経
験
で
し
た
。

　 

豊
岡
支
部
長
　
鈴
木
　
次
男

　
行
事
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
避
け
る

た
め
に
、少
し
ず
つ
事
業
の
見
直

し
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、夏
休
み
に
行
っ
て
い

た「
肝
試
し
大
会
」を
あ
す
な
ろ

の
里
で
の「
体
験
学
習
」に
変
更

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
ス
イ
カ
割

り
・
水
鉄
砲
に
よ
る
ポ
イ
当
て
ゲ

ー
ム・ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
用

意
し
ま
し
た
。各
ゲ
ー
ム
で
は
、遊

び
の
中
に
も
本
気
さ
が
見
え
、楽

し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。

　
親
子
で
の
飯
盒
炊
飯
で
は
、野

菜
の
皮
む
き
、タ
マ
ネ
ギ
や
ジ
ャ
ガ

イ
モ
切
り
な
ど
、協
力
し
合
い
な

が
ら
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。火

お
こ
し
を
し
て
、ご
は
ん
を
炊
い
た

り
、カ
レ
ー
を
作
り
上
げ
て
、何
杯

も
お
か
わ
り
を
し
た
り
し
て
、満

足
そ
う
な
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

ま
し
た
。

 

水
海
道
支
部
長
　
小
故
島
　
浩

　
水
海
道
支
部
で
は
、支
部
独
自

の
活
動
が
出
来
な
く
、各
町
内
の

子
ど
も
会
への
支
援
を
行
って
い
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、こ
こ
数
年
各

町
内
の
子
ど
も
会
も
、少
子
化
の

問
題
が
影
響
し
、子
ど
も
会
の
活

動
が
出
来
な
く
な
り
、子
ど
も
会

そ
の
も
の
が
無
く
な
り
、十
三
町

内
あ
っ
た
子
ど
も
会
も
、現
在
八

町
内
に
な
って
い
る
現
状
で
す
。

　
又
、子
ど
も
会
が
あ
る
、町
内

も
子
ど
も
の
数
が
少
な
い
為
、数

年
前
ま
で
は
行
う
こ
と
の
出
来
た

行
事
も
、人
数
、予
算
の
関
係
か

ら
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
出

来
な
く
な
り
、毎
年
、同
じ
よ
う

な
行
事
で
終
わ
る
こ
と
が
、多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、町
内
の
子
ど

も
会
も
減
少
す
る一方
な
の
で
、父

兄
の
負
担
な
ど
も
考
慮
し
、町
内

を
跨
い
で
協
力
し
合
う
体
制
も
、

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
、思

い
ま
す
。

支
部
活
動
報
告

『
あ
す
な
ろ
の
里
体
験
学
習
』

『
支
部
内
、

　

子
ど
も
会
の
現
況
』

『
絵
本
と
紙
芝
居
で
考
え
る

「
共
生（
と
も
に
い
き
る
こ
と
）」』

本
号
で
は
、十
一
支
部
あ
る
中
の
三
支
部

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
五
年
十
一
月
二
十
三
日
、
常
総

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
、

「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
地
域
の
大
人
と
子
ど

も
・
大
人
同
士
・
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
、
誰
も
が
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
合
う
地
域
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
内
の
小
中
学
校
と
様
々
な
団
体
が

連
携
し
、
校
門
や
通
学
路
等
で
こ
の
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
今
後
も
引
き
続
き
こ
の
運
動
を
続
け

る
こ
と
で
、
あ
い
さ
つ
が
響
き
合
う
地

域
を
目
標
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

本
部
活
動
報
告

『
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
』

　
令
和
五
年
十
二
月
十
七
日
、
八
千
代

町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
県
西
東
部

地
区
市
町
民
会
議
連
絡
会
の
指
導
者
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
は
、
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
仲
島

正
教
先
生
で
、
「
あ
ー
よ
か
っ
た
な 

あ

な
た
が
い
て
〜
つ
な
が
り
と
感
動
を
合

言
葉
に
〜
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
十
五
個
の
合
言
葉
を
ヒ

ン
ト
に
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
方
を
、

実
体
験
や
笑
い
を
交
え
な
が
ら
熱
意
を

込
め
て
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
で
も
、
特
に
「
十
秒
の
愛
」

は
子
ど
も
を
幸
せ
に
す
る
、
と
い
う
言

葉
が
参
加
者
み
な
さ
ん
の
胸
に
グ
ッ
と

刻
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。 

『
指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て
』
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令和５年度　青少年育成常総市民会議役員名簿（敬称略）
氏　　　名
中 莖 道 夫
篠 﨑 孝 之
中 莖 武 江
小 野 孝 浩
坂 巻 文 夫
岡 野 克 巳
小 磯 　 実
五 月 女 安 彦
前 橋 ナ ツ エ
瀬 髙 欣 一
武 藤 智 子
花 島 さと 子
青 木 　 昇
小 野 沢 俊 雄
長 　 行 雄
松 崎 隆 詞
片 見 幸 男

所　属　団　体
内守谷支部
常総市自治区長連絡協議会
常総市子ども会育成連合会
五箇支部
常総市議会
常総市教育委員会
常総地区保護司会
常総市青少年相談員会、石下支部
常総市更生保護女性会
常総市連合民生委員児童委員協議会
常総市地域女性団体連絡会
常総市小中学校ＰＴＡ連絡協議会
常総市校長連絡協議会
常総市シルバークラブ連絡協議会
常総市スポーツ協会
水海道ロータリークラブ
水海道ライオンズクラブ

所　属　団　体
石下ライオンズクラブ
水海道第一高等学校
水海道第二高等学校
石下紫峰高等学校
(一社)常総青年会議所
常総市公民館連絡会
水海道支部
大生支部
三妻支部
大花羽支部
菅原支部
豊岡支部
坂手支部
菅生支部
五箇支部
菅原支部

氏　　名
齋 藤 靖 彦
福 田 　 崇
海老沼　　正
石 塚 博 幸
廣 瀬 祐 介
松 﨑 重 勝
小故島　　浩
服 部 仁 一
古 矢 和 美
草 間 一 美
小 瀧 豊 美
鈴 木 次 男
𠮷 岡 　 聡
糸 賀 　 達
土 田 博 史
関 口 一 郎

役　職
会　　長
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常任委員
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　 〃 　

役　職
常任委員
　 〃 　
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　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
監　　事
　 〃 　

　明るく楽しい家庭づくりの推進のため、市内の小中学校から「家庭の
日」絵画・ポスターを募集しました。
　合計70作品の応募があり、令和５年11月１日～７日は本庁舎において、
令和５年11月９日～15日は石下庁舎において展示をしました。
　来庁者の投票により選ばれた６作品を茨城県青少年育成協会に推薦し、
イオンモール水戸内原およびイオンモールつくばにおいて展示されました。

夜空に花火
三妻小学校 ４年生 金子みちるさん

母の誕生日
水海道小学校 ５年生 横山　優唯さん

帰省
水海道中学校 ３年生 冨山　優衣さん

家族の誕生日会
水海道中学校 １年生 木村　有那さん

愛
水海道中学校 ３年生 落合　柚杏さん

夏を食べよう
豊岡小学校 ３年生 三島　未鈴さん

令和６年２月末日現在


